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ステム(4年毎に更新)と平成 5年度，平成 7年度，平成 12年度の補正予算で整備したネットワー
クシステムを運用している.このうちレンタルのコンビュータシステムは，教職員の学術研究及
び学生教育のために利用されているが， 2000年 12月で 4年が経過するために， 2001年 3月に
システム更新された.








































































汎用サーバは， UN1Xユーザ用のサーバで， 3. の学生教育用の UN1Xサーバとしても機能




a) OSは， 10，メモリなどが 64ピット対応 UN1X環境であること.
b) X -Window Version 11 Release 6に準拠したウインドウシステムを有すること.
c) 100Base-l、Xイーサネット及びギガピットイーサネットによる通信機能を有すること.
d) TCP/1Pプロトコルをサポートしていること.











② 有限要素法による構造解析プログラム MENTATを含む MARC (3) 
③ 可視化ソフト :AVSまたは SpaceFinderと同等またはそれ以上のもの (3)
④ 数式処理ソフト:Maple (3) 
⑤ 数値計算ソフト:MATLAB (3) 
⑥ 分子計算ソフト:Anchor2や Gaussianと同等またはそれ以上のもの (3)
⑦ 汎用 3次元流体解析システム :α-FLOW相当のもの (3)
③ CALCOMP形式のサブルーチンによって作図する FORTRANプログラムに対する
PostScript出力用のインタフェース (3)
⑨ 国際標準規格 GKS準拠のグラフィックスライブラリを有し， PostScript， HPGLなど
各種のドライパに対応し， X-Window，日本語入出力機能を有していること. (3) 
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SAS Institute社製 SAS(Base SAS， SAS/STAT， SAS/GRAPH) 
③ 汎用データ解析システム
Mathematical Systems Institute社製 S-PLUS(5) 
④ 数式処理ソフト





Common Lisp， Perl， Tcl/Tk， Gnuplot，日本語ポストスクリプト Previewer，日本語 PDF
Previewer， Tgif， Mule， GIMP， Mnews，日本語入力システム Canna，Gnu C Compiler， 




















b) センター内の第 1端末室，第 2端末室，全学教育棟207番教室及び208番教室については，
全体で 3クラス 200人程度の同時ネットワーク利用の負荷に対応できるシステム構成でな
ければならない.
c) 9.2に示す ID(アカウント)体系の研究用 ID，学生用 ID及び教育用 IDによるユーザEZ証を























e) 日本語対応 OADGキーボードを有すること.。機械式 2ボタンマウスを有すること.
g) 720KB， 1.44MBの媒体を読み書き可能な 3.5インチフロッピーディスク装置を内蔵し
ていること.なお，別表に示す台数分の端末については， 720KB， 1.2MB， 1.44MBの
記録密度に対応した 3.5インチフロッピーディスク装置を内蔵していること.
全ての端末が1.2MBの記録密度にも対応している場合には 加点として評価する.









n 別表に示す台数分の端末については， 640MB，540MB， 230MBの媒体を読み書き可
能な MOドライブを有すること.
内蔵型 MOドライブの場合には，加点として評価する.





a) ワープロ，表計算，プレゼンテーションツールを有する統合ソフトウェア MicrosoftOffice 
2000プロフェッショナル日本語版相当以上の機能を有すると判断されること.
b) telnet， ftpを含む TCP/IPソフト
c) gifや JPEG静止画像， MPEG動画像 auや wav音声， Postscriptの各データの再生に
必要なツール
d) 8MTP， POP3， IMAPに対応した日本語メールツール
e) マイクロソフト Visual8tudio 6.0日本語版 VisualBasic相当以上の機能。VisualC++ 
g) 以下のフリーソフトウェアを導入すること.
Perl，日本語ポストスクリプト Previewer，日本語 PDFPreviewer， mule， Teraterm， 
ファイル転送 W8_FTP，画像ファイル Viewer Irfan View， 日本語 TEX，漢字コード変







i) 第 2端末室の端末に対しては，パソコン環境で動作する X-WindowVersion 11 Release 6 
相当以上のウインドウシステムサーバ機能を有すること.また，マルチウインドウモード
で複数の Xサーバを起動でき，パソコン環境での日本語入力ができること.
















d) 1.3GB， 640MB， 540MB， 230MBの媒体を読み書き可能な MOドライブを有すること.












































































g) ソフトウェア的には， SSL対応 apacheの最新版相当でサーブレット機能及び PHP機
能付き羽市Wサーバであるが，学外からのアクセスが前提であるので UNIXのxinetd
や lp五lter相当のセキュリテイ機能(アクセス制限及びロギング等)を有すること.















k) Ovid社製の OVIDnet2が稼動する UNIX準拠の OSであること.
































a)総合性能が SPECint_rate95値 150以上， SPECfp_rate95値 200以上であること.
b) ECC付きの総メモリ容量が 1GB以上であること.
c) メールスプール及び lMAPなどのユーザフォルダ領域として 50GB以上のハードディス
ク容量を持ち，自動パックアップの手段を持つこと.





a) POP3， IMAP， SMTPをサポートし， UNIX(シェル)ログインなしで，パスワード変更，
転送先指定Uorward相当)ができるような羽川川fなどによるユーザインタフェースが必
要である.
b) SSL(SMTPの場合 RFC2487)， SSH(ポートフォーワード)， SMTP幽AUTH(RFC2554)や
POP-before-SMTPをサポートし，学外からの安全なメール読出及び送信ができること.








SPECint_95値 17以上かつ SPECfp_95値 22以上であること.
b) 主記憶容量を 512MB以上有すること.
c) ハードディスク容量を物理容量で 9GB以上有すること.
d) 最大 32倍速以上の CD・.ROMを有すること.
e) ssh (version1，2) ftpによるログインができること.。muleを導入し， mew， mh-e等でメールを利用できるようにすること.

















a) DHCP， NAT/IPマスカレードの機能やアクセス制限機能を持ち， LAN接続インタフェー
スを 2口持つこと.
b)利用できるアプリケーションは，研究 ID，教育用 ID，学生 ID，netIDのメール(POP/lMAP，
















b) アナログモデムからの接続(9.6Kbps~56Kbps)を最大同時 46 本まで可能なこと.
c) PIAFS32/64による接続を最大同時 8本まで可能なこと.




























。 Microsoft社製 Windows95，Windows98(8econd Editionを含む)，
Windows Millennium Edition， Windows NT 4.0， Windows 2000及び

























i) Type I PCカードを 2以上同時に接続可能な PCカードスロットを有すること.




n 08は， Microsoft社製 WindowsMillennium Edition日本語相当以上の機能を有する
こと.














旧システム 富士通株式会社 AP3000 レンタルシステム及び独自システム(~平成 13 年 2 月)
新システム 富士通株式会社 PP1000 レンタルシステム及び独自システム(平成 13 年 3 月~)
情報コンセント 附属図書館中央館、医学分館及び学生会館に設置の情報コンセント
2 いくつかのサービスのレンタルシステムへの移行について











































所有課題 f課題 e課題 s課題 net/net2課題 課題なし
研究開発用サーバ O × × × × 
汎用サーバ O O O × × 
net/net2用サーバ × × × O × 
ノfソコン O O O × × 
電子メール O O O O × 
ダイアルアップ O × × O × 
















f課題 A B 
e課題 A B 
s課題 A B 















































新システムではダイアルアップサーバとして LucentTechnologies社の MAX3000 Remote Access 
Concentratorを使用しています。新システムと旧システムの違いを下表に示します。
新システム 旧システム
回線数 一般電話回線 46回線相当 一般電話回線 23回線相当
PIAFS回線 8回線 2回線(別電話番号)
TTY接続 同じ番号で可能 別電話番号
利用可能課題 net/net2課題及びf課題 net/net2課題及び利用を希望する f課題
新システムのダイアルアップサーバは、アナログ回線(下り最大 56kbps、V.90及びK56flex方式に
対応)、 ISDN回線(最大 64kbps)、PIAFS1.0 (最大 32kbps)及び 2.0回線(最大 64kbps)に対
応しています。
PHSから 32kbps以上の伝送速度で接続する場合 PIAFSを用いることになりますが、 64kbpsでの接
続については、 NTTドコモ及びアステルは PIAFS2.0、DDIポケットは PIAFS2.1に準拠していま















































































現在、このウィルス対策サーバは平日 1 日約 15 ，000 通の電子メールを検査しており、少い日は 2~3
個、多い日は 80個程度のウイルスを検知しています。






































































ブラウザ Netscape Communicator V4.78 Internet Explorerも利用可
2 メール Netscape Messenger ‘ 
ワープロ、表計算等






Meadow Win32 Muleの windows版
Microsoft Visual Basic 6.0 
プログラミング
Microsoft Visual C++ 6.0 
5 
Perl for Win32 PerlのWindows版
Java2 SDK V1.3 Java開発キット
6 日本語 TEX pLaTeX2e 









8 T era T erm Pro V2.3 
(SSHプラゲインモジュール)
9 FTPクライアント WS FTP Pro 4.5J 
10 ファイル解凍・圧縮 LHAユーテリィティ 32V1.41 LZH，ZIP，CAB，TARの解凍・圧縮
1 漢字コード変換 QKC for Win95/NT V3.1 0 JIS，S-JIS，EUCの相互変換
12 タイプ練習 Mikatype 
13 X-Windowクライアント ASTEC-X V3.0 第二端末室のみ




























4. カウントが終了すると 第 2端末室の教師用 PCの画面が映ります.




































































































































































































































































































カラー・片面印刷 印刷速度 13枚/分(モノクロ印刷時 21枚/分)
第二端末室・. . . . . . . 1台
第一研究端末室・. . . . . 1台
第二研究端末室. . . . . . 1台
大判カラープリンタ PM9000C 







第一研究端末室・・・. . . 1台
附属図書館本館・・・. . . 1台

















CPU SPARC64GP 16CPU 
メモリ容量 16GByte 
OS Solaris 2.7 
汎用サーバ
CPU SPARC64GP 12CPU 
メモリ容量 12GByte 
OS Solaris 2.7 
Linux端末
CPU Intel PentiumIII 733MHz 
メモリ容量 256MByte 








ソフトウェア名 機能 研究用サーバ *1 汎用サーバ Linux端末
X-Window ウインドウシスァム O O O 
ssh シェル O O O 
mtools フロッピーディスク操作 O 
vi， Emacs エディタ O O O 
Wnn， Canna 日本語入力 O O O 
日本語 E品百;X:， xdvi， dvips 文書処理 O O O 
両，-
dvi2ps DVI→ PS変換 O O 
Netscape Communicator WWWブラウザ O O O 
w3m WWWブラウザ O 
N etscapeMessenger メール，電子ニュース O O O 
MH， mh-e メーlレ .0 O O 
mew メール O 
sylpheed メール O 
slrn 電子ニュース . O 
xchat チャット O 
gcc/g++/g77 プログラミング言語 O O O 
Fortran/C/C++ プログラミング言語 O O 
Java開発キット プログラミング言語 O O O 
Perl， Tcl/Tk プログラミング言語 O O O 
Common Lisp プログラミング言語 O O 
MATLAB 数値計算 O 
Maple 数式処理 O 
Mathematica 数式処理 O 
MOPAC 分子計算 O 
AVS 可視化システム O 
MARC /MENTAT 構造解析システム O 
α-flow 流体解析システム O 
NOVA*PLOT FortranのPS出力 IF O 
NOVA*GKS グラフイックライブラリ O 
SAS 汎用統計解析システム O 
S-PLUS 汎用データ解析 O 
Workbench 開発支援ツール O 
Ghostscript PS表示ソフト O O O 
Tgif 図形処理 O O 
Gnuplot グラフ作成 O O O 
GIMP 図形処理，画像処理 O O O 
xv 画像処理 O O 
ImageMagick， xpaint 画像処理 O 






研究用 ID(f課題) 教育用 ID(e課題) 学生用 ID(s課題，d課題)










汎用サーバ eduhost.cc.nagasaki-u.ac.jp . 
O 
O 
学術研究専用/汎用サーバへのログインには， sshまたは telnetを利用します.例えば， UNIXの端




































tanLpr01 ~ tanLpr04 




cJaO_prOl ~ .cJaO_pr05 
cJaLprOl ~ cJaLpr03 
open_prOl 
en_prOl 



















(8)MOPAC 2000 V1.0 
(9)Workbench 4.0.2 



























































































































































































-user ユーザーサブルーチン" username.f"を使って" username-marc，，という
username 名前の実行ファイルを新規に作成し、実行します。










%run_marc -jid e2xl 
ジョブ e2xlの実行。入力データは e2x1.dat
%run_marc -jid e2x14 -user u2x14 -save yes 








































































%unsetenv LD LIBRARY PATH 
%setenv LD_LIBRARY_PATH /opt/NOV_PLOT/LIB/ 
%unsetenv GKSDIR 
























%unsetenv LD LIBRARY PATH 
%setenv LD _LIBRARY _PATH /opt/G KS/c_ ver3.lIusrfi1es/ 













colours.c inqgkssl.c…・ aardvark.c. 
③コンパイル
%make -f makex test=aardvark (.Cは省略します)
④実行
%.laardvark 





























%cp /optIMOPAC2000/mopac2000/examp1es/exsamp1es_data/* .dat . 
%ls 
in tersystem_ crossing. da t symmetry. da t 










































(1)SAS 6. 12 
SAS:Statistical Analysis System 
[ソフトウェアと機能]






. SAS/GRAPH :プロット図、チャート図、 3次元グラフ、等高線図、
地図グラフの作成
[実行モードと利用可能な端末]

























%sas example & 
上記の (c)，(d)の場合、実行する前に example.sasにSASプログラムやデータを作成してお
くことが必要です。)




































































































ノンリニア編集システムの中心となる DVExcellent RT Professionalの主要スペックは、下記
のとおりです。
08 Microsoft Windows 2000 Professional 
CPU Intel Pentium m 800MHz X 2 
メモリ 256乱1B
ハードディスク 30GB 45GBX2 
CD-ROMドフイブ 52倍速ATAPI
編集ソフト
Canopus REX Edit RT 

































































08 : Windows 95/98/NT Workstation4.0 
ブラウザ、:Internet Explorer 3.02/4.0115.0 
音声再生用ソフト:Windows Media Player 
3.利用方法






























プリンタ名 EPSON PM-9000C 
印刷可能サイズ BO程度まで















































< < NUNet ID申請システム. >> 
あなたの職員番号を入力してください。






































































































学生用 IDの方 (sOOOOOOO)(dOOOOOOO) : 
http://mboxhost.stcc.nagasaki・u.ac.jp/sims/en/login.html




Domain: netIDの方 → net.nagasaki "u. ac.jp 
net2IDの方 → net2.nagasaki"u.ac.jp 
学生用 IDの方 (sOOOOOOO)(dOOOOOOO) → stcc.nagasaki"u.ac.jp 
研究用・講義用 IDの方(印000)(eOOOOOO) → c. nagasaki "u. ac.jp 
P assword :ノTスワード
Delegated Ma一







。fa domam IS <V 
"ste atn. com H 
3 Change My Passwordタブを押します。
E-mail User home page <D 
ty'ou ue tn U.llp，n削 dom・u1w。山 a'dm山市.ふn
IY。山 Ht&UOD"aU佃叶・1.D..II.II.dnl' 




Retype New Password 確認のため再度新しいパスワヶドを入力








パスワード変更が成功すると iPasswordchanged successfully Jと表示されます。
エラーメ ッセージについて
(その 1) The value you entered in the Current Password field does not match the actual 
current password. Please input the correct current password and try again. 
現在のパスワードが間違っています。正しいパスワードを入力してください。
(その 2)A valid password must be at least 4 characters or longer. 
Please enter a new password and try again. 
パスワードは 4文字以上にな ります。
-53一
(その 3)The passwords must be entered twice to ensurecorrectness 
Please enter the same password in both thePassword and Retype password 
fields and submit again. 
新しいパスワードと確認のためのパスワードが一致していません。
5 Logoutタプを押し、終了します。























Domain : netlDの方 → net.nagasaki-u.ac.jp 
net2IDの方 → net2.nagasaki-u.ac.jp 
学生用 IDの方 (ωsO∞OO∞OO∞OOω)(ωdO∞OO∞OO∞OOω) → s抗tc∞c.nagasak恒1-1可u.a邸c.)叩p 
研究用.講義用 IDの方(fO∞O∞OOω)(ωeO∞OO∞OO∞Oω) → c∞c.na持ga部B必砧n-u.a卸cιり.)
Pas鉛swoωrd:ノパTスワ一ド
Eelegated Managem叩竺ω~ I 









3 My Forwarding Rulesタブを押します。
E-mail User home page ③ 















変更が完了すると rForwardattributes changed successfully Jと表示されます。
-56一
5 Logoutタブを押し、終了します。
E-mail User home page (i) 
.You・mmmltrnel dom・m
Rur adrnini!lnlOllS 









































2. rFileJから rOpen ConnectionJを選択します。
3.host / sessionに下記を入力し、 connectをクリックします。
netID利用者 usr.net.nagasaki-u. ac.jp 













passwd(SYSTEM): Sorry， wrong passwd 
Permission denied 
(その 2) パスワードが短い場合(パスワードは 6 文字~8 文字です)
passwd(SYSTEM): Password too short -must be at least 6 characters. 
(その 3)新しいパスワードと確認のためのパスワードが異なった場合
passwd(SYSTEM): They don't match; try again. 
(その 4)現在のパスワードと新しいパスワードが3文字以上異なっていなかった場合




The first 6 characters of the password 
must contain at least two alphabetic characters and at least 






































































平成 12年度 前期 第二端末室の利用








情報処理演習 プログラミングi寅習 情報処理演習 コンピュータ概論 I








8: 50~ 10: 20 10: 30~ 12: 00 12:50~14:20 14 :30~ 16 :00 16:10~17:40 
入門科目 入門科目
入門科目

























平成 12年度 後期 第二端末室の利用



































部局 学 科 身分 氏名 課題
[教育学部 国語教育
教 授 勝俣隆 学国位語論国文文字、各関大係学のの研所究蔵成図果書、各等大の検学索の研究者の
助教授 中原豊 国文学研究のための文献検索
社会科教育
教 授 早島理 インド哲学におけるコンピュータ利用の研究
(哲学・倫理学)
数学教育 教 授 菅原民生 マンプ、ルブロー集合
教 授 菅原民生 ジュリア集合
教 授 鷲尾忠司 代数関数論






教 授 福山豊 物理教育に関する数値計算と統計処理
(物理学)
伺V♂
教 授 古賀雅夫 電子メール、電子ニュース利用
教 授 古賀雅夫 計算機物理学の試み
(地学) 助教授 近藤寛 海底堆積物中の粒度および脂質組成の研究
助教授 近藤寛 長崎の自然環境に関する情報収集




保健体育 教 授 田原靖昭 ヒトの身体組成と体力の関係について
教 授 管原正志 体温調節能に関する研究および文献検索





5茸 師 中山雅雄 スポーツの効果的コーチングに関する研究
技術教育 助教授藤木卓 コンビュータネットワTークの教育利用
家政教育 教 授 鈴木淳 繊維の物理的性質に関する研究
教 授 玉利正人 c-p化合物の栄養生化学的研究
助教授堤伸子 家庭経済に関する計量分析








地域・経済政策 教 授 向島忠 大学機能に関する国際比較研究
教 授 藤田渉 情報処理を取入れた授業のための準備





金融シスァム 教 授 内田滋 金融構造の組織分析
アーメド K.S.
A critical review of the financial system of 
院生 Mサロワロ
ウッデン
bangladesh and some lessons企omJapan. 
研究生ファンミンノック アジア経済・金融危機について
企業行動・意思決定 教 授 村田嘉弘 非線形可積分系の構造について
助教授丸山幸宏 数理計画法における数値計算
経営管理・企業会計 教 授 山下正喜 会計シスァムの研究






衛生学 教 授 粛藤寛 対馬における脳卒中登録の解析
助教授有津孝吉 HTLV-1の長期健康影響に関する研究
技 r白」ー， 横尾美智代 噴火災害被災校児童の日常生活に対する認識
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公衆衛生学 教 授 竹本泰一郎 |醐慢性疾生態患における融問題
教 授 竹本泰一郎 の疫学
教 授 竹本泰一郎 地域医療システム
教 授 竹本泰一郎 国際保健
教 授 竹本泰一郎 難病のホームケア
教 授 竹本泰一郎 熱帯における高度順応
教 授 竹本泰一郎 島唄における疫学的調査
医 員 木村博典 自己免疫性甲状腺疾患の病因の解明
院 生 古川孝明 医療経済学に関する研究
院 生 森田正治 思春期精神衛生保健の研究
院 生 吉見逸郎 地域医療と保健、医療、福祉政策
研究生 田川宜昌 地域老人保健に関する疫学的研究
外国人 エドワード
客 員 セイド エイズ健康教室の効果に関する研究
研究員 マスワンヤ
学部学生 平野勝治 脳卒中の疫学データの解析
医動物学 研究員 張慶軍 マフリアワクチン開発の基礎研究
研究生 山野武寿 熱ショック蛋白 (nsp)による抗原提示の役割検討









精神神経学 教 授 中根允文 精神疾患の疫学的研究
助 手 今村明 精神疾患における表現促進研究
医 員 前村謙司 感情障害の脳画像研究 h
院生 M松尾勝久 拡散強調画像を用いた精神分裂病の画像研究
院 生 浜田旭 自閉症の小脳形態
整形外科学 学部学生 銅川博文 股関節骨切り術否のバイオメカークス的解析













教 授 新川詔夫 遺伝子情報の検索
(原研遺伝)
技 r民ム市 森祥子 遺伝子情報の検索




院 生 小松万樹 分子遺伝学
院 生 高野潤 難聴の分子遺伝学
院 生 尾崎方子 インスリン依存性糖尿病(IDDM)の成因解明
医学研究科








院 生 山田浩喜 遺伝子情報の検索








助 手 河野浩章 血アン圧ジ等オにテよンるシ心ン不E全受に容対体す措る抗有薬用の性心肥大及び高
附属病院
整形外科 助 手 弦本敏行 二次冗骨梁構造の解析




放射線科 5茸 日市 伊東昌子 骨微細構造とその力学特性について
歯学部 口腔解剖学第一 助教授真鍋義孝 形質人類学における統計処理
口腔解剖学第一 教 授 間野邦雄 細胞・生物学分野における学術情報の収集
口腔生化学 助 手 小野俊雄 文献情報検索
助 手 馬場友巳 文献・情報検索













歯科理工学 助 手 田中康弘 歯科用合金の物性研究
歯科矯正学 助教授鈴木弘之 頚骨のリモプ、リングと応用力の関係について
助教授鈴木弘之 .外科矯正手術シミュレーション
歯科保存学第一 助 手 横田春日 生活歯漂白後の歯髄に対する影響について
口腔外科学第一 助 手 土谷猛 ネットワーク上で、の遺伝子のホモロジーサーチ




歯学部 予防歯科 5葺 師 川崎浩二 歯牙硬組織の脱灰と再石灰化
附属病院
矯正科 5茸 師 丸山陽市 MEM法による生体信号処理
院 生 岡地雅代 歯の移動に関する細胞生物学的研究
第一一保存科 助 手 仲佐理紀 薗再蝕活動性と唾液との関連性について
第一口腔外科 2茸 師 松尾長光 BCG菌東京株が最犬
歯科麻酔科 教 授 大井久美子 歯科麻酔学

























(医薬品合成化学) 助 手 真木俊英 新規合成手法の開拓と展開
(機能性分子化学) 助教授 八木沢暗記 酸素の作用機構の研究
保健衛生薬学
教 授 黒田直敬 化学発光速度の解析
(薬品分析化学)
(放射線生命科) 教 授 渡遺正己 放射線発がんに関する研究
助教授児玉靖司 放射線発がんに関する研究





教 授 河野功 天然有機化合物のX線構造解析
(生薬学)
L一 助教授 田中隆 天然有機化合物の生理機能解明
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(薬品生物工学) 教 授 芳本忠 蛋白質及び核酸の情報解析






院 生 黄華山 ネットワークの利用








(設計シスァム学) 教 授 浦最 摩耗機構解析計算機
助教授川添強 トライボ機構の解析
技 r白ムヲ 森高秀四郎 玉軸受の運動解析
院 生 リーキムリヨン ノ¥イドロプレーニング現象の数値解析
生産シスァム学
教 授 西田知照 CAD/CAMに関する研究
(加工システム学) " 
助教授 扇谷保彦 自由曲面加工アルゴ、リズムの開発
技 r白"= 小島龍広 CAMシステムに関する研究
(機械制御学) 教 授 石松隆和 サーボモータの最適制御
助教授 下本陽一 H∞制御理論に関する研究
助教授 下本陽一 非線形制御に関する研究
技 r回ム噌 今井清利 人体の3次元形状計測
(機械情報処理学) 教 授 木須博行 一般逆行列による接触問題の解析
教 授 木須博行 ナピエーストークス方程式の境界要素解析
教 授 木須博行 非定常熱応力の計算
教 授 木須博行 衝撃問題の数値解析
教 授 木須博行 境界要素法についての研究
技 r国ムー， 豊 福重吉 境界要素法についての研究
エネルギーシスァム学
教 授 児玉好雄 ジェットファンの研究
(流体エネルギー工学)
助教授 林秀千人 翼まわり流れの数値解析
(エネルギーシスァム学) 教 授 石田正弘 プ、ィーゼ、ル燃焼モプ、ルの研究
助教授植木弘信 デ、イーゼノレ機関に関する研究
助 手 坂口大作 遠心送風機に関する研究
(熱エネルギー工学) 教 授 茂地徹 外部流動沸騰熱伝達の研究




教 授 茂地徹 冷媒熱物性値のプログラムパッケージの作成
助教授 桃木悟 冷媒の管内蒸発熱伝達に関する研究
助 手 山田たカミし 臨界領域を含む水蒸気の熱力学的性質の研究
助 手 山田たカミし 伝熱促進に関する研究
(混相エネルギー工学) 教 授 金丸邦康 物質ガス化の伝熱学的研究




技 r目ム噌 野中明人 機械工作実習、 CAM演習への活用
技 r目ムヲ 久田英樹 工作実習、 CAM演習への活用
技 r目"" 辻下栄 工作実習、 CAM演習への活用
工学部・電気 電気エネルギー基礎学 助教授 松田良信 プフズマ中の原子・分子過程解析
制御シスァム学 教 授 山田英一 パワーサイリスタの応用に関する研究
教 授 小山純 ACサーボモータに関する研究
助教授 辻峰男 制御系の設計に関する研究
助教授 辻峰男 制御理論の応用に関する研究
助 手 泉勝弘 計算
技 1l 筒井官雄 コ相サイクロコンパータの高調波解析
電子プ、パイス学 教 授 福永博俊 強磁性体の磁化過程の計算機シミュレーション





工学部・情報 計算機工学 助講教授師鶴丸弘昭 日本語の機械処理に関すするる研基究礎的研究
中村千秋 ネットワークの応用に関す
情報シスァム学 ;毒 師藤村誠 画像処理に関する研究
工学部・構造 構造解析学 教 授 修行稔 鋼構造物の非線形挙動
教 授 崎山毅 補剛アーチの複合非線形挙動に関する研究
教 授 崎山毅 補剛アーチの動的挙動に関する研究
教 授 崎山毅 アーチの耐荷力解析
教 授 崎山毅 斜板の曲げ解析法に関する研究
教 授 崎山毅 直線および曲線梁構造物の振動応答解析
教 授 崎山毅 矩形板および斜板の動的応答解析
教 授 崎山毅 変断面柱の耐荷力解析




教 授 崎山毅 地震力を受ける曲線橋の移動特性
教 授 吉武裕 摩擦をともなう振動系の解析








技 r国ムー， 白演敏行 コンクリートの非線形解析法に関する研究
技 r民i 市 自 演敏行 開口付き耐震壁を有する構造物の研究
研究員 胡夏夏 複雑な積曹シュールの振動解析





助 手 阪上直美 FORTRANプログラムによる数値計算について
工学部・社会 社会基盤工学 教 授 棚橋由彦 個別要素法に基づく地下空洞の安定解析
教 授 棚橋由彦 土構造物の応力・変形・安定解析
教 授 棚橋由彦 土木材料の構成則とその応用に関する研究












~JE 生 田中利志 ライズを持つ非線形振動挙動に関する研究
院 生 田中利志 ライズ、を持つ非線形振動挙動に関する研究
院 生 伊田義隆 島原地域の本復興計画に関する調査
環境開発工学 教 授 岡林隆敏 (記入無し)












教 授 羽坂雅之 金属間化合物における拡散と相変態
(電子物性学)
助教授近藤慎一郎 鉄圭化物の物性研究
助 手 森村隆夫 規則合金における原子配列の統計熱力学的解析
技 B ムー， 中島弘道 材料の物性研究
(組織物性学) 助教授香川明男 凝固解析シスァムの開発
助 手 水本将之 合金凝固時の応力解析













助 手 佐野秀明 Marksによる構造解析
(材料界面設計学) 助教授 回選秀 Pd-Y触媒のEXAFSによる構造解析
工学部・応用 機能分子工学 研究員 中西尚志
フフーレンを素材とするナノプ、ベイスの設計・構築
(分子システム学)
(生体機能工学) 研究生 久保康児 植物の遺伝子組み替え技術に関する研究
環境科学部 環境政策講座 教 授 姫野順一 情報検索及びE-mail
文化環境講座 教 授 福島邦夫 学術情報センター、電子メール
環境設計講座 教 授 上江田一雄 分子聞の相互作用について
教 授 中村武弘 内湾の海水交換に関する研究
教 授 中村剛 臨床試験データの統計解析法の開発
教 授 松田芳郎 分子軌道法の研究
助教授 平岡教子 極性及びイオン性高分子の構造と物性
自然環境保全講座 教 授 荒生公雄 r 太陽放射の気象および気候学的作用
教 授 荒生公雄 長崎市の気象環境
教 授 荒生公雄 気象統計解析
教 授 荒生公雄 気象レーダーの解析
教 授 後藤信行 非線形現象とカオス
教 授 後藤信行 大気運動に内圧するカオス性について
教 授 田井村明博 水環境における生体反応の解析
助教授 宮西隆幸 ミオシンATPaseの立体構造解析
助教授武藤鉄司 地層の数理的解析
水産学部 海洋生産シスァム学 教 授 塩谷茂明 数値流体力学の計算
教 授 塩谷茂明 数値流体力学の研究







院 生 野上真子 生態系モデ、ルの計算・電子メール
研究生 毛徳、勝 東シナ海・黄海における資源獲得競争と管理
海洋資源、動態科学講座 教 授 松岡敷充 植物性微化石の古生態学的研究
教 授 夏苅豊 頭足類の形態についての多変量解析


























教 授 野口玉雄 マリントキシンに関する研究
院生 D谷山茂人 アオブダイ中毒に関する研究
研究生 ヤヒアムッマッド マリントキシンに関する研究
練習船長崎丸 5茸 師小妻勝 海事衛星を利用してのTSS処理
|教附属育海研洋究資源、
センター
院 生 李京善 赤潮ブランクトンによる魚類繋死機構
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熱帯医学 病原体解析部門
教 土1王3立ζ 神原贋二 マラリアおよびトリパノソーマ症の研究
研究所 (感染細胞修飾機構)




;毒 師 上村春樹 アメリカトリパノソーマの研究
助 手 柳哲雄 トリノぐノソーマ症の研究











(寄生行動制御) 教 授 青木克己 ケーアに於ける住血吸虫症の疫学的研究













環境医学部門 5茸 師 津田良夫 病害動物の生態
(生物環境)










(都市システム工学) 教 授 後藤嘉之輔
リモートセンシングの土木工学への適用に関する
研究
教 授 後藤悪之輔 舗装構造の最適設計





教 授 富樫宏由 湾水振動解析
(海洋環境工学)
教 授 富樫宏由 下端放流ゲートの流れ解析




看護学科 助教授 宮原春美 母性看護学・小児看護学・思春期学
助教授宮下弘子 小児看護学
理学療法学科 教 授 穐山富太郎 脳性麻揮のリハビリァーション
教 授 加藤克知 ヒト形態の計量的解析





助 手 伊藤斉子 地域保健に貢献する作業療法のあり方
~73 
教育用課題(平成12年度課題一覧)
部 局 学科 身分 教官名 講義名(利用ID数)
(通年)
教育学部 助教授 長坂康史 情報科学特論 1，1 (40) 
(前期)
教育学部 助教授 福 田 正 弘 教育とコンピュータ(64)




助教授 藤木卓 ワークショップ。2000(29) 
講師 野崎剛一 コンピュータ概論 1(70) 
工学部 機械システム工学科 助教授 下本陽一 ソフトウェア演習 (47)
助教授 下本陽一 ソフトウェア演習 (53)
助教授 山口朝彦 入門科目 (85)
電気電子工学科 講師 金 井 泰 久 プログラミング演習(61)
講師 金 井 泰 久 プログラミング演習 (70)
構造工学科 教授 修行稔 ソフトウェア工学(55)
環境科学部 教授 田井村明博 環境情報処理(160)
全学教育 教授 菅原民生 情報処理演習 (71)
助手 鈴木斉 情報処理演習 (3)
助手 藤村丞 情報処理演習(3)
助教授 一根真理子 情報処理演習 (50)
助手 本田純久 情報処理演習 (51)
助教授 鈴 木 弘 之 情報処理演習 (87)
助教授 辻峰男 情報処理演習 (92)
助教授 森山雅雄 情報処理演習 (9)
教授 黒 田 英 夫 情報処理演習 (64)
講師 藤村誠 情報処理演習 (63)
助教授 松 田 雅 子 総合英語 1(46) 
助教授 山内淳 情報処理演習 (46)
公開講座 講師 野崎剛一 公開講座(39)
(後期)
教育学部 講師 野崎剛一 コンピュータ概論1(73) 
機械システム工学科 教授 金丸邦康 熱物質移動論(92)
工学部 電気電子工学科 助教授 田中俊幸 電気電子工学実験C(2) 
助教授 田中俊幸 電気電子工学実験C(32) 
社会開発工学科 助教授 中村聖一 コンピュータ情報処理(61)
全学教育 助教授 藤木卓 情報処理演習 (22)
助教授 八木沢暗記 情報処理演習 (86)
助教授 高瀬徹 情報処理演習 (70)
教授 修行稔 情報科学概論(88)
教授 中村武弘 情報処理演習 (50)
講師 野崎剛一 情報科学概論(62)




教育学部 外国人教師 ジャイルズ、パーカー 英作文匝
外国人教師 ジャイルス、パーカー 英作文 I
環境科学部 助教授 下町多佳志 集中講義
全学教育 教授 中村武弘 入門科目
助教授 下町多佳志 情報処理演習
講師 野崎剛一 情報科学概論
事務部 事務官 松尾信次 平成12年度長崎県下国立学校等事務情
報化研修
(後期)
教育学部 助教授 福田正弘 インターネット入門
助教授 藤木卓 情報科学入門
工学部 機械システム工学科 教授 木 須 博 行 機械情報処理
助教授 林秀千人 ターボ機械設計製図
助教授 植 木 弘 信 熱機関設計製図


































































































































利用区分 利用目的 利用対象者 利用経費
情報処理 本学が開講する授業、講習会 一授業、講習会等の担当教官等 無料
教育利用 等の実施 二授業、講習会等の受講者
ネットワ ネットワークを利用した情 一本学の職員 無料
ーク利用 報通信 二 総合情報処理センター長が利用
を認めた者
学生利用 学生の修学及び修学に必要 本学の学生 無料
な情報の収集









































































































































































































































































































































































































































































第 1端末室には MSP端末 (FMR)が並び、そのとなりの前室(現在のオープン利用室)には磁気テー
プユニットやラインプリンタなどが設置してありました。各部屋では、大きな防犯カメラが監視してい
ました(この防犯カメラは本年役目を終え撤去しました) 0 
























































































































育がVHF-L帯 (1~ 3ch = 90 ~ 108MHz)、NBCがV百F-H帯 (4~ 12ch = 170 ~ 222MHz)を
用いており、 NIB. NCC . KTNはUHF帯(13~ 62ch = 470 ~ 770MHz)を用いています。した


























































E=討(川Jψ Mx ¥7'ψ一志(¥7(2)' 市 Fψ}dS'


























































































のアップデートがあります。なぜか Microsoft社の osはパグ (Microsoft社は、仕様である、と発表し
ている場合もあります)が多いようですので、必ずアップデートしておきましょう。もちろん、 Macin-
toshであってもパグがないわけで、はありませんので、 AppleComputer社からアップデートを取得し、















































蛇もしくは将棋の名人」というレベルの私にとって、 TCP. POP . SMTP . FTP . HTTP . FDDI . 
DNS・DHCP. CGI . UPS等々、意味不明の 3文字 (4文字)用語が飛び交うセンターは、
まるで異次元空間のようでした。ある時、事務室で IPPP接続の方法は・・・」という会話を
















































































































































という特徴を有する問題を対象問題とする.フロアプラン設計問題 (Floorplandesign problem) ，巡
回セールスマン問題(TravelingSalesman Problem : TSP) ，看護婦スケジューリング問題 (Nurse
























































































































































交叉の例として)"1点交叉 (onepoint crossover)"を挙げる 1点交叉とは，両親の染色体を適当な
1点で切断し，その左右をおEいに交換し合う交叉である目親個体 1をa丸
とした場合，例えば遺伝子座 3と遺伝子座 4の問で切断した場合には，子個体 1は a，b，c，e，d子個体 2
は bρムd，eとなる 1点交叉の例を図 3に示す
[突然変異]
突然変異の例として"スワ ツプ(いsw乱叩p)"を挙げる これlは土 3任意の遺伝子座の遺伝子を 2つ選び'交
f換失するものである bρAムd，eとUい、寸う染色体を持つ個体に遺伝子座 1と5の部分にスワツフ。をかけると ，
e凡
3.5 進化型計算の分類









通称 正式名 文献 主探索オベレータ 主なコード化法
GA Genetic AIgoroth叫 Holland， J .H. [5，6] 交叉 文字列(特にバイナリ)
EP Evolutionary Programming Fogel， L.J. [4] 突然変異 テーブル構造
ES Evolution Strategy Rechenberg， 1. [9] 突然変異 実数値
GP Genetic Programming Koza， J.R. [8] 交叉 木構造
EC Evolu七ionaryComputation Fogel， D.B. [3] 上記のものすべての総称
性質を持つ実数値 GA(Real-coded GA) [1，15]の出現や，これらを統合した国際会議である Genetic





まず， GA一般については?文献 [19]および文献 [17]が参考になる.今回 GAの応用例として挙げ
たTSPについては，文献 [23]が詳しく， GAによる TSPの解法は [14，24]が参考になる.実数値 GA
















ー∞i 定義減 +∞ 主主主』一 -dν 定義域 +∞ 
(a)探索空間が ト∞汁∞]のときの理想的なサンプリング
親個体数 子個体数
1 -1 fi方 LI| ー+リングー-.




1 -1 ムンプモ 1-| 与 一孟 リング ー→ 4I I 
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代表的な既存手法に boundaryextension by mirroring (BEM) [10)が挙げられる BEMは，探索
空間の外側に拡張領域を設けることで探索空間を拡張し，境界付近を相対的に探索空間の中心に近づ
け，サンプリング・バイアスを緩和する手法である.探索空間の拡張程度を調節するパラメータであ
る Te(0 < Te < 1)に基づき，探索空間の境界面において鏡写しをするように拡張領域は生成される.
個体は，本来の探索空間の境界を超えて，拡張領域に生成されることを許され，x(包)=(zF， ，d)) 
を染色体にもつ個体 Zの評価値は次式に従って計算される.
f(x(i)) fCfT(包)， (1) 
y(i) (UI(z)'
ー ，Y~)) 









































for (int i=l; i<k; i++){ 













-3 .2 -1 e ・ 10
図 8評価値がすべて等しい関数において全世代を通じて生成された個体の分布(左 :TSCなし，右 :
TSCあり)
クローン i 親 i;
//一一親 iのベクトルをコピー
for (int j=O; j<n; j++){ 
} 
double dist阻 ce クローン i[j] -親o[j] ; 
if (fabs(dist叩 ce) > l){ 
//一一 1は拡張探索空間の幅の半分の大きさ









( _(i) I Xil + 21 if Xj 
イ ~ xy) -21 ぜXj>問的
l x;i) otherwise 
(2) 
ここで e-mmj，e-maxjはそれぞれ，拡張探索空間の j次元の定義域を表す最小値および最大値であ
る.例えば，図 7のAおよび Bに生成された子個体は拡張探索空間の外側に位置しているため，A' 
および B'に修正される.この修正によって，親個体聞の距離が遠いときは各親個体の近くの境界付近
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1 1月でセンターに来て 2年が経ちました。この 2年間あっという聞に過ぎていき



































歯 ナ止<. 部 助教授 白石孝信






































/ 第 l端末室(パソコン) 本学職員，学生等
原則的には平日の 8:30""'17:00




















ネ NUNet共同シスァム 本学職員 原則的に通年 24時間運用
ツト (netIDでのメール利用等) (netIDつ *の ID取得には申請が必要
ネームサーバシスァム 無師長('1帯隠鍋ま本判龍員叫 刊の申請は各学部のネットワ
Dialup PPPシスァム 本学職員同 ーク運用専門委員のみ
Dialup TTYシスァム 本学職員，学生等 4. キ3の利用はnet IDまたは研究用
メーリングリストシスァム 無制限(主宰は本学職員刈) ID取得者のみ
その他各種サーバシスァム 無制限 *4の申請は net ID取得者のみ
wwページによる情報提供 http://www-cc.nagasaki-u.ac.jp/home-j is. shtml 
[問い合わせ，事務手続き等]




電子メール center@cc. nagasaki -u. ac. j P
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